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■

林

雅

俗

の

会

先

哲

叢

談

衆

議

鵞
峰
（
巻
之
一
）

林
恕
一
名
…
為
治
部
卿
法
印

こ
の
条
、
念
斎
が
参
照
し
た

nI能

性
の
あ
る
人
物
誌
の
う
ち
、
『
煕
朝
伯
林
姓
名
録
』

（明
和
六
年
刊
）

の

「初
名
春
勝
、
字
十
和
、
後
改
名
恕
、
字
之
逍
、

一
字
春
斎
、

号
鳶
峯
、
又
号
向
陽

f
、
道
春
長

f
、
叙
法
印
位
、
任
式
部
卿
、

私
溢
文
私
」
と
い
う
記
述
に
蚊
も
似
る
。
但
し
こ
れ
は
、

「春
斎
」

を
字
と
し
、
黛
鋒
を
道
春

（羅
山
）
の
長
＋
と
し
、
「
式
部
卿
」

に
任
じ
た
と
す
る
点
で
誤
る
。
念
斎
は
こ
う
し
た
不
備
を
、
例
え

—
林
黛
峰
—
ー

ば
延
八
年
林
肱
岡
撰

「
文
穆
先
生
学
士
林
君
悩
誌
」（
『
鳳
岡
林

先
生
全
集
』
巻
面
十
三
、
『
史
氏
備
考
』
巻
二
、
『
事
実
文
編
』
ニ

十
三
な
ど
に
所
収
。
以
ド

「
総
誌
」
と
略
記
）
の

「
先
生
姓
林
、

名
恕
、
字
之
道
、
称
春
斎
、
号
向
陽

f
。
大
悩
羅
山

f
第
三
子
。

紺
荒
川
氏
。
以
元
和
戊
午
丘
月
二
十
九
日
、
生
干
京
師
。
長
兄
敬

吉
不
幸
短
命
。
次
兄
長
吉
夭
形
。
：．
」
と
い
う
記
述
な
ど
で
適
宜

訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
猶
、
鵞
蜂
の
伝
記
と
し
て
は

「
絡
誌
」

の
ほ
か
に
、
紐
蛉
自
撰

「
自
叙
諮
略
」
（
『
鵞
峰
林
学
士
詩
集
』
附

録
巻
所
収
、
以
下

「
譜
略
」
と
略
記
）
が
あ
り
、
以
の
記
述
は

こ
れ
ら
文
を
骨

f
と
し
て
い
る
。

b
副
弗
羅
山
来
、
江
だ
冬
膏
戻
奪
さ

ii'
岱
闊

「
如
汲
活
創
:
り
｀
水
も
穂
平
ぃ
七
也
入
江
ro1

＾
連
載
そ
の
八
＞
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春
斎
幼
時
…
居
平
安

「
滸
略
」
元
和
四
年
鳶
峠

こ
威
の
条
に

「
五月
二
十
九
日
生

迂
空
凩
都
新
町
ノ

宅
•
-
。【小
字
双
行

】
在
：
四

條
坊
門
錦
ノ
小
路
ノ
之
際
ば

：
先
考

（羅
山
）
在
：
江
戸・一。

母
順

淑
猛
人
育
｝
叫
之
プ。
．．．
 
」（
括
弧
内
布
者
註。

以
下
同
）
と
あ
る
。

羅
山
が
蘇
府
に
仕
官
し
た
の
は
炭
長
ト

ニ
年
。

以
来
、
江
戸

・
駿

府

・
京
都
を
往
来
す
る
生
活
を
続
け
て
い
た
。

於
文
詞
…
師
松
永
貞
徳

那
波
活
所
は
伯
者
。
疫
安
元
年

一
月
三

日
没
、
五
十
四
歳
。
字
は
道
円
、
活
所
は
そ
の
号
。
藤
原
捏
腐
に

師
事
し
て
伯
学
を
修
め
る
。
羅
山
と
は
同
門
。
ま
た
寛
永
十
九
年

に
は
、
後
述

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
編
猛
に
細
山
ら
と
と
も
に

従
市
し
た
。
松
永
貞
徳
は
歌
人

・
歌
学
者

・
俳
諧
師
。
承
応
二
年

十

一
月
卜
五
日
没
、
八
十
三
歳
。
羅
山
と
は
、
古
典
の
公
開
講
義

を
と
も
に
行
な
い
、
当
時
伝
授
中
心
で
あ

っ
た
古
典
研
究
の
伯
習

を
打
破
す
る
な
ど
、
学
問
上
の
交
誼
は
深
い
。
後
に
言
う
よ
う
に
、

十
ヒ
歳
で
羅
山
に
従

っ
て
江
戸
に
赴
く
ま
で
の
問
、
「
譜
略
」
の

記
述
を
辿

っ
て
ゆ
く
と
、
寛
永
一1
年
鵞
蜂
九
歳
の
条
に

「
八
月
朔

日
先
考
従

げ
台
罵

•
一入
[
i見
。

…
冬
、
先
考
赴
ク

江
戸
ー
・
ー
。

依
-
T

其
ノ

命
玩
窃
松
永
貞
徳
孟
鬼
国
字
ー。
・:
」
、
ま
た
、
同
卜
年
十
六
歳
の

条
に

「時
時
会
:
‘那
波
道
円

•
-
‘

聴
ご其
ノ

講
：
ル
ヲ
『孟
子
』
ヮ
°又

為
文
巧
講
[
『
春
秋
胡
氏
伝
』り

r
同

+

-
年
ト
ヒ
歳
の
条
に

「
炉

道

円

↓会
スルコト
如
猛
吼
。
聴
召
竺

講
で
ッ
「
感
輿
詩
」う。

又
来
ぷ
勾
宅
で

講
りi
ぢ

論
:
へ
ヲ0
:・

」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
時

期
の
学
間
の
師
と
し
て
活
所
、
貞
徳
の
名
を
粘
げ
る
。

年
十
七
始
入
江
戸
：
・日
益
警
抜

「
譜
略
」
寛
永
十

一
年
十
ヒ
歳

の
条
に

「
六月
、

先
考
従
五台
罵

ー
了
；
公
洛

二
0

:
•
以
は
見
1
繁
務
→、

未
[g廷
勺
拝
•
→
ル
一
硲
下

→
°稲
下
東
行
ノ

之
後

、

先
考
暫
ク

留
窃
吃゚

十
月
三
日
、

携
立
且
人
及
ビ

余
、

靖

（林
読
耕
斎
）
井

二

妹
●
赴
〗江

門
。

断
ば
咤
五
叉
春
斎
↓°
:
・」
と
あ
る
。
以
後

「
譜
略
」
は
、

翌
十

二
年
卜
八
歳
の
条
に
「

二
月
、
型
堂
釈
菜
、
講
ス
『
論
語
』
ノ

首
章
ぅ。

夏
秋
ノ
之
間
、
患
で
卜
小
桁
づ
累
月
。
自
レ
是
、
在
口
宅
ニ

励
孟
眈
内
う
。
一

品
竺
『
市
物
類
衆
』
↓
、
全
部
加
口
朱
ヲ。

有
[卜
t
ハ

暇

則

作

芥
詩
」
、
ト
――1
年
卜
九
歳
の
条
に

「
在
口
家
孟
巧
学
問
。

・:
」
、

四
年
卜
歳
の
条
に

「
読
-‘-
『
通
鑑
網
目
』
ヲ
、
全
部
加
[
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ぽ
し
利
t
1も
丸
直
心
年
五
綬
青
布

E

図ム

凡
忙
小
品
極
ーあ
其
永
峡
浩
鳶
未
為
ネ
胡
遁

I
三
百
十

生

。
且
渉
如
兜
群
ー
ロ
●°

又
見
：
日
本
ノ
旧
記
↓。

凡
ソ
有
[
卜
宍

公

務

則
、
在
冨
竺
略
預
証
慶

之

ご

な
ど
と
、
鵞
峠
が
こ
の
時

期
に
家
熟
で
学
問
に
専
念
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
実
に
、

念
斎
の
言
う

「
自
レ
此
趨
一^
家
庭

-i-、
文
芸
日
――
益
t

笞
抜
」
と
評
す

る
に
相
応
し
い
行
文
と
な

っ
て
い
る
。

及
其
登
用
：

•
編
著
極
移
芙

「諮
略
」
に
は
硲
悩
と
し
て
の
公
務

に
関
す
る
記
述
は
あ
ま
り
見
え
な
い
。
一

方

「
墓
誌
」
で
は

「
寛

永
甲
戌

（ト

一
年
）、
従
父
束
来
、
住
居
江
府
。
其
年
奉
拝
大
猷

公
。
其
後
或
近
召
御
前
、
草
異
国
之
占
、
読
占
法
式
印
章
、
或
容

詢
執
政
、
能
堪
其
事
。
或
奉
命
赴
子
日
光
、
子
久
能
、
子
南
紀
、

f
京
師
、
勤
労
不
少
。
：．
」
と
、
公
務
に
お
け
る
そ
の
活
躍
を
伝

え
、
続
け
て
後
述
の

『
究
永
諸
家
系
図
伝
』
編
猛
、
五
経
の
私
考

の
執
官
の
こ
と
を
記
し
、
「
：
．
且
隈
心
四
占
、
篤
信
程
朱
、
作
国

字
解
、
其
餘
編
輯
之
占
甚
多
。
…
」
と
結
ぶ
。
こ
の
辺
り
の
念
斎

の
記
述
は
、
次
の
条
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

「経
誌
」
の
行
文
を

も
と
に
し
た
も
の
。

.~ 

免
寛

文
四
年
十

一
月
柊
某
十
年
十
月
恥
其
似
道
鉱
と

ん
ぶ
ふ
ヤ
寿
月
令
＿
以
序
↑
麻
工
灯
和

5
ぎ
;

□

汀
孔
甘
註
百
餘

五
経
皆
有
私
考

「経
誌
」
に

「
：
・（
究
文
）
癸
卯

（三
年
）
之
冬
、

講

r丘
経
。
冬
、
作
私
考
、
開
示
蘊
奥
。
事
達
台
聴
、
賜
弘
文
院

学
士
号
。
・:
」
と
あ
る
。「
私
考
」
と
は
、
具
体
的
に
は

『
春
秋
胡

氏
伝
私
考
』（
写
本
八
巻
六
冊
、
承
応
三
年
祓
）、
『
詩
経
私
考
』

（
写
本
三
十
二
巻
三
卜
三
冊
、
寛
文
十
年
序
）、
『
周
易
私
考
翼
』

（写
本
ヒ
巻
七
冊
、
延
宝
五
年
序
）、
『ftば
経
集
伝
私
考
』（
写
本
四

巻
四
冊
）、
『
礼
記
私
考
』（
写
本
ト

一
巻
十

一
冊
）
な
ど
を
指
し
、

い
ず
れ
も
現
在
、
内
閣
文
庫
に
そ
の
稿
本
が
伝
わ
る
。
ま
た
、
元

禄
二
年
ヒ
月
人
見
竹
洞
撰

「怯
峰
先
生
全
集
後
序
」
（
『
鵞
蜂
林
学

士
詩
集
』
末
尾
に
載
す
）
に
お
い
て
も

「
…
伏
以
、
先
生
有
功
於

学
者
有
三
芙
也
。
究
永
承
命
服
羅
山
夫
子
之
労
、
叙
諸
家
之
系
譜
゜

其
芙

一
也
。
窃
文
提
挙
史
館
而
撰
本
朝
通
筵
。
其
芙
二
也
。
弱
冠

講
五
経
、
各
編
私
考
。
其
芙
三
也
。
誰
能
企
及
乎
。
…
」
と
、
『
究

水
諸
家
系
図
伝
』
・
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
と
と
も
に
、
五
経
の
私
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考
の
執
筆
が
鵞
峰
の
作
業
と
し
て
学
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
朝
通
鑑
三
百
十
巻

羅
山
が
編
慕
し
た

『
本
朝
編
年
録
』

（寛

永
ニ
ト
i

年
起
布
、
炭
安
三
年
成
）
の
続
編
と
し
て
、
黛
鋒
が
中

心
と
な
り
編
箕
し
た
史
tLt
。
神
武
朝
ー
宇
多
朝
ま
で
を
収
め
る

『
編
年
録
』
を
再
度
校
勘
し
て
正
編
四
卜
巻
と
し
、
醍
醐
朝

l
後

陽
成
朝
ま
で
を
続
編
二
百
三
十
巻
と
す
る
。
そ
の
他
、
前
編

（神

代
）
三
巻
、
提
要

（正
編

・
続
編
の
摘
録
）
三
十
巻
、
付
録
五
巻
、

目
録

一
巻
、
引
用
t
い目

一
巻
が
あ
り
、
計
三
百
十
巻
。

寛
文
四
年
十
一
月
…
以
供
資
用

『
通
艦
』
の
起
惰

・
完
成
の
年

時
に
関
し
て
、
「
譜
略
」
寛
文
四
年
四
卜
七
歳
の
条
に

「
十

一
月

朔
日
、
本
朝
通
筵
起
布
。
【
小
字
双
行
】
自
レ
是
至
ー＿マデ
庚
戌
ノ

（寛
文
十
年
）
之
冬
＿―-
始
末
詳
勺
別
記
―.-」
、
同
十
年
五
十
三
歳
の

条
に
「
＋
月
十
八
日
、
通
鑑
残
編
畢
ク
成
ル。

納
江
吼
三
箱
・＿、
憑
五

執
政
久
世
大
和
ノ
守
孟
竺
達
之
う。

総
計
三
百
卜
巻
。
：．
」
と
あ
る
。

こ
の
他、

念
斎
は

「
譜
略
」
党
文
四
年
の
条
の
小
字
註
に
・
]＝口う

「
別
記
」
に
相
当
す
る

「
国
史
館
記
」（
『
鵞
峠
林
学
士
文
集
』
巻

三）

の

「
使
F
臣
ヲシテ
率

二

男
門
人
t
り生
布
吏
一―-
＋
除
背
一
、
以

、
中
裁
之
ぃ
、
賜
：
月
俸
日
支
ぅ。

且
ツ
建
ば
威
t
lt
叩
●
、
以
ーア
漿
犀
旧

翌

、
造
口
庖
厨
ッ
、
以
テ
設
五
飲
食
ぅ。
…
」
、
あ
る
い
は

「
訟
誌
」

峰
文
集

正
し
く
は

『
鵞
鋒
先
生
林
学
七
文
集
』。

H
録
二
巻

冊
本
文
百
卜
巻
五
十
冊
。
『
鵞
蜂
林
学
士
詩
集
』

（
目
録
三
巻

オ
糸
百
・名

永

名

軍

「學
ti洞羨
菜
冴

令
内
ず
省
直
渾
↓
1
這
肴

洩
苓
以
為
ネ
父
/見

の

「庚
戌
之
歳
、
国
史
終
編
。
総
三
百
十
巻
。
官
命
賜
名
本
朝
通

艦
。
加
増
食
禄
、
且
賜
俸
支
、
教
育
諸
生
。
：．
」
と
い

っ
た
記
述

を
参
照
す
る
。

又
如
諸
家
系
図
伝
…
九
月
成

正
し
く
は

『
究
永
諸
家
系
図
伝
』。

真
名
本

・
仮
名
本
各
百
八
十
六
冊
。
羅
山

・
鵞
峠
な
ど
編
。
松
平

氏
、
研
和
源
氏
、
平
氏
、
藤
原
氏
、
諸
氏
の
五
種
、
お
よ
ぴ
医
者
、

同
朋
、
茶
道
の
三
類
に
分
か
っ
た
系
諮
を
編
集
し
た
も
の
。
金
地

院
元
良

・
見
樹
院
立
詮
な
ど
の
僧
侶
、
堀
杏
庵

・
人
見
卜
幽
軒

．

辻
端
」
や

・
那
波
活
所
な
ど
の
儒
者
が
参
画
し
た
。
起
布

・
完
成
の

年
時
は

「滸
略
」
究
永
十
七
年
二
十
モ
歳
の
条
に

「
＋
―
.
月
朔
日
、

会
立哲
願
寺

•
_
、

試
ル
系
図
ノ

起
喰
う
。．．． 
」
、
同
ニ
ト
年
二
十
六
歳
の

条
に

「
九
月
九

H
、
諸
家
系
図
伝
悉
ク
成
ル。

漢
字
倭
字
総
7

餘
巻
」
と
あ
る
。

百
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_＿
冊

本

文

巻

五

冊

附

録

一
冊
）
と
併
せ
て
『
鷲
峰
林
呼

上
全
集
』
と
総
称
す
る
。
男
林
鳳
岡
な
ど
編
。
元
禄
二
年
序
刊
。

読
之
有
益
羅
山
集

羅
山
集
は
、
い
わ
ゆ
る
『
羅
山
林
先
生
集
』
。

『
羅
山
先
生
文
集
』
目
録
一
冊
本
文
七
十
五
巻
三
十
冊
、
『
羅
山
先

生
詩
集
』
目
録
二
冊
本
文
七
十
五
巻
1

一十
五
冊
、
『
羅
山
先
生
集

附
録
』
五
巻
二
冊
か
ら
な
る
。
鵞
蛉
、
お
よ
ぴ
そ
の
弟
林
読
耕
斎

編
。
究
文
二
年
刊
。
『
先
哲
汲
談
』
巻

一
「
林
羅
山
」
の
項
の
第

十
条
に
お
い
て
も
「
羅
山
治
博
。
於
一，
天
下
之
古
五
炉
不
芦
郡
。
…

本
集
百
丘
十
巻
。
雖
詞
不
＞
エ
ナ
フ
‘
其

―目
炉
徴
ス
ル
五
科
竺
多
ッ」

と
、
羅
山
集
の
有
益
な
る
こ
と
を
言
う
。

近
時
学
人
…
以
為
不
足
見

例
え
ば
、
梁
田
蜆
巌
『
蜆
巌
先
生
答

問
It]
』
（
写
本
三
巻
、
黒
田
義
隆
編
『
梁
田
蜆
巌
全
集
』
〈
平
成
八

年
刊
＞
）
巻
上
「
詩
文
」
の
項
に
、
詩
作
の
手
本
に
な
る
占
物
を

述
べ
て
「
『
詩
格
』
『
錦
紬
段
』
『
若
木
集
』
、
石
川
丈
山
、
深
草
の

元
政
、
井
に
羅
山
、
船
峯
、
梅
洞
、
林
家
の
三
先
生
、
い
づ
れ
も

大
品
に
て
候
。
店
詩
を
心
懸
る
人
は
必
ず
必
ず
見
ぬ
も
の
と
可
レ

被
思
食
候
°
・:
」
、
あ
る
い
は
「
：
．
『
羅
山
文
集
』
は
倭
学
故
事

の
為
に
は
段
の
占
に
て
、
文
窄
の
為
に
は
心
に
な
り
候
。
鵞
峯
、

梅

洞

の

は

、
猶
更
観
了
に
足
ら
ず
、
総
じ
て
日
本
の
諸
作
、

歳。

藤
井
氏
の
『
孝
子
伝
』
、
『
諌
評
録
』
、
深
維
の
『
閑
逸
伝
』
等
、

其
の
外
五
山
汲
林
の
文
字
大
必
に
相
成
候
。
…
」
な
ど
と
言
う
。

芦

藤

樹

東

●王
諏
弗
ば
崎
閉
齋
信
，租
未
-
音
澳

lt塁

ふ
外
曳
石
川
冬
屯
書
”缶
屯
歳
有
毒
頑
鋲
肴
尤
紆
王
守

1因
急
バ
邪
表
双
生
き
諷
之
或
祀
ざ
拿

9悉

Itt

だ
成
事
品
我
鸞
之
所
た
じ
不
可
し不
禁
邊
紆
斥
＞T
し不＿

.• 

t

ー

9
1

麦
食
紆
直
疋
措
軍
煎
必
人
あ
瓜
没
集
編
J

迩
年
既
，

決
．
性
約
以
為
潅
永
賽
き
＿
而
螂
久
免
以
碍
汽
絹
罰
罰
｝

指
●
令
輩
面
裕
想
看
＊
忍
表
馬
玖
表
尉
衣
連
奇
討

，
 

不
．相
桟
謀
令
喰
宅
尽
業
ぷ
中
峯
足
指
開^
斎
凶

中
江
藤
樹

偏
学
者
。
炭
安
元
年
八
月
ニ
ー
丘
日
没
、
四
ト

日
本
陽
明
学
の
祖
。
門
人
に
熊
沢
蕃
山
な
ど
が
あ
る
。

山
崎
闇
斎

伯
学
者

・
神
道
家
。
反
和
二
年
九
月
ニ
ト
六
日
没
、

六
卜
五
蔵
。
朱
子
の
学
問
に
心
酔
し
、
そ
の
学
風
は
厳
格
な
義
理

の
究
明
を
特
徴
と
す
る
。
ま
た
朱
子
学
と
神
道
を
融
合
さ
せ
て
垂

加
流
神
道
を
主
張
し
た
。
そ
の
門
流
を
崎
門
学
派
と
称
す
る
。

春
斎
贈
石
川
丈
山

『
t
峰
先
生
林
学
上
文
集
』
巻
二
十
八
所
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収

「寄
石
丈
山
」
を
指
す
。
承
応
三
年
三
月
執
布
。
石
川
丈
山
は
、

詩
人
。
究
文
十

二
年
五
月
二

t
三
H
没
、
九
卜
歳
。
羅
山
の
代
よ

り
林
家
と
親
交
を
持

っ
た
。

近
歳
…
除
焉

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

西
風
涙
露
編

三
巻
。
寛
文
六
年
成
。
二
十
三
歳
で
夭
逝
し
た
男

梅
洞
を
追
悼
し
た
文
集
。
『
鵞
峰
先
生
林
学
七
文
集
』
巻
ヒ
ト
ヒ

l
八
十
所
収
。

近
年
聞
…
守
家
業
而
已

『
鷲
妊
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
ヒ
十
八

所
収
の

「
西
風
涙
露
」
巻
中
か
ら
の
引
用
。〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

某

ャ,I少む屈
ィ,;;-~- -
訊人夜

！汽「東1ふ，，I衷
＾其鳶肴，述
句Aャ本臣
f考 ~: a。 左
再武武右
三相氣ー鋭
豆桐侯

駁槙門
I達ィf'fl,I
州豆自
高ぷ~ ~ 江
I 

Iネ狂＇ 戸
尾而至

琳言 「わ
I江 :ji1,象：屯

三旦1 

春
斎
詩

『
鵞
峰
先
林
母
詩
集
』
巻
八
所
収

「
旅
懐
」
を
指

す
。
巻
八
は
、
究
永
二
十
年
九
月
、
後
光
明
天
皇
即
位
の
た
め
酒

井
忠
勝

・
松
平
信
網

．
薙
山
ら
と
と
も
に
上
洛
し
た
際
の
詩
を
録

し
た

「
西
征
紀
行
」
を
収
め
る
。
因
み
に
羅
山

『
癸
未
紀
行
』

（
正
保
二
年
刊
）
も
こ
の
際
の
詩
を
ま
と
め
た
も
の
。
引
用
箇
所

は

「
旅
懐
」
の
頸
聯
。〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

続
日
本
紀

四
卜
巻
。
藤
原
継
縄

・
菅
野
真
道
撰
。
延
暦
十
7
年

成
。
『
日
本
刃
記
』
に
つ
ぐ
国
史
で
六
国
史
の

一。

近
世
に
お
い

て
は
、
京
都
の
信
医
立
野
春
節
が
版
行
し
た
明
暦
三
年
版
本
が
唯

の
公
刊
本
で
あ
り
、
多
数
の
後
刷
本
が
存
在
す
る
。

老
六
年
：．
晩
禾
蕎
麦

『
続
日
本
紀
』
巻
第
九
，
5
丑
老
六
年
ヒ
月
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の
条
の
本
文
に
忠
実
で
は
な
い
。
該
当
箇
所
の
明
歴
三
年
版
本
本

文
は
「
口
竺
以
ア
今
夏
無
レ
雨
フルコ
ト
‘
苗
稼
不
レ
登
7
0
 
i

且
ご
令
ぃ

天
下
国
叫
．；
勧
益
竺
百
姓
↓
、
種
中
樹
セ
晩
禾

・
稚
麦
及
ピ
大
小

良

、
蔵
i

'

甲
吐
儲
梢
訂
竺
備
乞
年
荒
亡。

戯
答
悪
煙
酒
文

『
鵞
峰
先
生
林
学
上
文
集
』
巻
五
十

二
所
収
。

寛
文
元
年
十
月
撰
。
愛
煙
家

「
襟
白
＋
」
、
嫌
煙
家

「
消
静
子
」

と
い
う
架
空
の
人
物
の
間
答
形
式
を
借
り
て
、
喫
煙
の
特
効
を
論

じ
た
戯
文
。
鵞
峰
門
人

・
人
見
竹
洞
に
「
悪
姻
酒
文
」
（
『
東
海
集
』

〈
筑
波
大
学
図
占
館
蔵
写
本
九
巻
九
冊
〉
巻
五
所
収
）
の
作
が
あ

り
、
消
静
子
が
喫
煙
の
弊
害
を
説
い
て
漂
白
子
が
議
論
に
負
け
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
本
文
は
こ
れ
に
答
え
た
も
の
。

近
歳
多
嗜
：
．
無
害
者
必
芙

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

貝
原
益
軒

糾
学
者
。
正
徳
四
年
八
月
二
十
ヒ
日
没
、
八
卜
五
歳
。

大
和
本
草

十
六
巻
附
録
二
巻
、
諸
品
図
二
巻
。
宝
永
六
年
刊
、

諸
品
図
は
正
徳
五
年
刊
。
邦
人
に
よ
る
初
の
本
格
的
本
雄
因
で
近

世
期
を
通
じ
て
里
用
さ
れ
た
。

煙
草
慶
長
：．
番
舶

『
大
和
本
草
』
巻
六
薬
類

「
姻
花
」
の
項
で

は
そ
の
伝
来
に
つ
い
て

「：
•
た
ば
こ
は
日
本
に
も
中
華
に
も
古
に

は
な
し
。
近
代
外
国
よ
り
渡
る
と
云。

故
に

『
本
草
綱
目
』
に
は

の
せ
ず
。
日
本
に
初
て
来
る
こ
と
天
正
の
初
年
な
る
べ
し
。
或

炭
長
十
年
初
て
来
る
。
：．
」
と
言
い
、
念
斎
の
記
述
は
こ
れ
を
要

約
し
た
も
の
。

ふ
:
札
荻
向
捗
托
心
托
竹
歳
代
！
ー
！＇心り
二

一い瀑
心
岱

ItIi県
月
恙
傍
戊

9,5

は

楳
仲
応
占
浪
位
屯
南
成
樽
+
碩
糸
令
心
州
i.Il
絹

”ib

向
陽
軒
：
．
爬
背
子

以
に
列
挙
す
る
鷲
蛉
の
別
号
は
、
延
宝
――

年
撰

「称
号
義
述
」
（
『
黛
峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
百
二
十
所
収
、

二
十
二
に
及
ぶ
号
の
由
来
を
自
か
ら
説
明
し
た
も
の
）
な
ど
に
よ

る
。「
向
陽
軒
」
の
条
に
「
究
永
ャ
三
年
丙
子
ノ
之
冬
、
先
考
令
勺

朝
鮮
国
全
梅
悶
ワシア
じ
芸
此
／三
字
↓
、
以
ア授
父
竺
為
レ
号
卜
。
取
↓プ

諸
ぶ
麻
麟ガ
「向
ば
吃
花
木
易レ為
レ春
」
ノ之
句

一 ー

而
規
1一祝
ス
ル

之
•

也
。
其
ノ
後
、
見

屎

文

令

「
竹
脚
向
ば
咆
開
」ノ
之
句
之
叩
号
：

竹
服
↓°

又
見
五
白
楽
天
ガ

「
爬
ば
背
ヲ
向
盟
咆
眠
」ノ
之
句
コ
皿
号
5

爬
背
千
↓。

又
因
孟
竺
植
で
葵
化
ば
苫
葵
軒
●。

此
レ
等
皆
自
又
凹

賜
三

字

起

莱

IL

者
也
。
究
永
二
十
年
癸
未
ノ
秋
、
朝
鮮
朴
荘
雷

且

葵

軒
ノ

冗

以

ア為
VT

額
卜
掛
り
之
プ°

罹
五

酉
ノ
之
災
ー・一而
為
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蔦

有
↓」

と
あ
り
、
念
斎
が
冒
頭
に
挙
げ
る
向
陽
軒
、
葵
軒
、

竹
脚
、
爬
背
子
な
ど
は
す
べ
て
、
も
と
寛
永
二
十
年
来
聘
の
朝
鮮

通
信
使

・
全
梅
閑
と
の
贈
答
に
囚
む
も
の
で
あ

っ
た
。
以
下
、
念

斎
が
挙
げ
る
鵞
蜂
の
別
号
は
、
順
番
は

一
致
し
な
い
も
の
の
、

「
称
号
義
述
」
に
す
べ
て
見
え
る
。
あ
る
い
は
著
名
な
も
の
か
ら

並
べ
た
か
。

ヽ歪

塁

屯
；
や
束
似
人
名
忍
宅
名
沿
庶
粒
屯
べ
痰
淋
汎

ー

須
す
舟
本
朝
也
箪
之
條
輿
＇
布
v
I
J

心年
＿
予
冗
，
釣
士

1

1

1

,

．
 

ム

0
9

裔
帽
客
忽
5
打
袴
詞
屯
狐
火
館
店
訪
符
冬
齋

鷹

瓜

淡
涵
愚
芯
記
書
代
求
元
貸
乱
父
千
禿
劣
，古
来
祐
とk
 

~
9
_
d

、

林
ぷ

哀
令
オ
机
織
可
＞
謂
日
は
ざ
訣
と
各
鳳
叫
糾

’

其
窮
一

長
春
信
：
・
年
二
十
三
先
卒

春
信
は
林
梅
洞
。「
略
滸
」
究
永

十
年

ニ
ト
六
歳
の
条
に

「
八
月
十

一
日
、
長
子
春
信
生
ル。

名
ハ

慇
、
字
ハ
孟
著
、
号
ば
勉
亭
↓
、
称
亡
梅
洞
1

」
、
突
文
六
年
四
卜
九

歳
の
条
に

「
八
月
四

H
、
（
梅
洞
が
）
臥
い
病
―-
、
九
月
朔
日
終
[

命
ヲ0
.
.. 
」
と
あ
る
。
ま
た

『
煕
朝
佃
林
姓
名
録
』
に

「
名
慇
、

（
大

庭

卓

也

）

梅
洞
遺
稿

い
わ
ゆ
る

『
梅
洞
林
先
生
全
集
』。

四
十
巻
十
六
冊
゜

『
自
撰
梅
澗
詩
集
』
＋
巻
四
冊
、
『
梅
洞
先
生
文
集
』
＋
巻
W
冊
、

『
梅
洞
林
先
生
詩
続
集
』
二
十
巻
九
冊
か
ら
な
る
。
林
鳳
岡
編
。

究
文
八
年
刊
。

史
館
苓
話

一
巻
。
中
占
以
降
の
本
朝
の
詩
人
に
関
す
る
挿
話
集
。

四
ト

ニ
条
集
め
た
と
こ
ろ
で
梅
洞
が
夭
逝
し
た
た
め
、
鷲
鋒
が
百

条
に
増
補
す
る
。
寛
文
八
年
刊
。

陳
元
賓
日
：
美
談
也

陳
元
径
は
詩
人
。
明
の
浙
江
の
人
。
寛
文

ト

一
年
没
、
八
卜
五
歳
。
引
用
筒
所
は
、
元
抒
が
石
見
吉
永
藩
主

（
天
和
二
年
、
近
江
水
口
へ
移
封
）
加
藤
勿
斎
に
語

っ
た
言
葉
と

し
て

『
鵞
峰
先
生
林
学
土
文
集
』
巻
七
卜
七
所
収
の

「
西
風
涙
霧
」

巻
上
に
見
え
る
。
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

（付
記
）

引
川
文
の
訓
点

・
送
り
仮
名
は
基
本
的
に
原
本
通
り
と

し
た
が
、

一
般
的
で
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
改
め
た
筒
所
が

あ
る
。
ま
た
句
読
点
は
す
べ
て
に
わ
た
り
私
に
付
し
た
。

字
孟
著
、

あ
る
。

字
春
信
、
号
梅
洞
、
又
号
勉
亭。

春
斎
長
子
」
と
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